
京都市市民生活実感調査にご協力ください 
 

皆様におかれましては，京都市政にご理解とご協力をいただき， 

心から御礼申し上げます。 

市民の皆様が，日々のくらしの中で，京都のまちづくりについて 

「どのような実感をお持ちなのか」を調査するアンケートです。  

調査結果は，よりよいまちづくりを効果的に進めるために活用させ

ていただきます。 

ご多忙とは存じますが，何卒ご理解いただき，ご協力いただきます

ようお願いいたします。 

              令和元年５月 
京都市長 

 

・選択肢に“○”を付けていただく，簡単なアンケート調査です。 

 記入方法，記入例は裏面を御覧ください。 

・概ね１０分程度で回答できます。 

・アンケートは無記名です。個人が特定されることはございません。 
 
 
 
 
 

・市内にお住まいの方から無作為に選んだ２０歳以上の４,０００人の方々に，ご記入を 

お願いしています。 
・ご回答内容の集計結果につきましては，貴重なデータとして，市民の皆様に利活用いた

だけるよう，公開させていただきます。 

本調査に関するお問い合わせ先 

    京都市 総合企画局 市長公室 政策企画調整担当「市民生活実感調査担当」 

〒604-8571 京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町 488 番地 
電 話：０７５－２２２－３０３５ 
ＦＡＸ：０７５－２１３－１０６６ 

ご記入いただきましたら，お手数ですが，同封の返信用封筒（切手不要）に入れて 

５月３０日（木）までに，投函をお願いいたします。 



 
 
 
○ アンケート調査をお願いしたご本人（封筒の宛先となっている方）がお答えください。 

○ 調査票に直接記入してください。 

○ アンケート調査票，返信用封筒には，お名前や住所を記入していただく必要は一切 

 ございません。 

○ アンケートは「生活実感」，「政策重要度」，「市政関心度」，「幸福実感」，「自由記

述」に分かれています。 
 

生活実感 
（１ページから 

４ページ） 

 質問ごとに，あなたの実感やイメージに基づき，５つの選択肢の中から１つ

選んで○を付けてください。 

 質問内容について，実感やイメージがわかない場合は，空欄のままにしてお

いてください。 

政策重要度 
（５ページから 

６ページ） 

 質問ごとに，あなたにとって今，それぞれの政策分野がどれだけ重要か，５

つの選択肢の中から１つ選んで○を付けてください。 

市政関心度 
（7 ページ） 

 市政の関心度について，１つ選んで○を付けてください。 

幸福実感 
（７ページ） 

 幸福に関する実感について，１つ選んで○を付けてください。 

自由記述 
（７ページ） 

 市に望むこと，アンケートに関することについて，ご意見・ご提案がござい

ましたらご記入ください。 

 
 
 
 
  

 

質       問 

 

質問内容について，実感やイメージがわかない場合は，空欄のままに

しておいてください。 

選 択 肢 

そう思う

どちらか

というと

そう思う

どちら 

とも 

言えない

どちらか

というと

そう 

思わない

そう 

思わない

環
境 

Ｑ１． 「きれいな空気，清らかな川，静かなまち」など，よ

い環境が保たれている。 
ａ ○ｂ  ｃ ｄ ｅ 

Ｑ２． 太陽光発電や使用済み天ぷら油の燃料化など，環境に

やさしい技術やエネルギーの活用が進んでいる。 
ａ ｂ ○ｃ  ｄ ｅ 

Ｑ３． 京都では，環境にやさしい行動を当たり前のこととし

て実践するひとや事業者が増えている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

 
 
 

記入例 

記入方法 

実感やイメージでお答えください。 

分からない場合は何も記入して 

いただかなくて結構です。 
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【生活実感】 

質    問 

（質問内容について，実感やイメージがわかない場合は， 

空欄のままにしておいてください。） 

選 択 肢 

そう思う 

どちらか 

というと 

そう思う 

どちら 

とも 

言えない 

どちらか 

というと 

そう 

思わない 

そう 

思わない 

環
境 

Ｑ１． 「きれいな空気，清らかな川，静かなまち」など，よ

い環境が保たれている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ２． 太陽光発電や使用済み天ぷら油の燃料化など，環境に

やさしい技術やエネルギーの活用が進んでいる。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ３． 京都では，環境にやさしい行動を当たり前のこととし

て実践するひとや事業者が増えている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

人
権
・
男
女 

共
同
参
画 

Ｑ４． くらしのなかで互いの人権を尊重し合う習慣と行動が

広がっている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ５． 女性に対する暴力や性的いやがらせが根絶された社会

になってきている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

青
少
年
の
成
長
と
参
加 

Ｑ６． 青少年が社会体験を通して「生きる力」を伸ばせてい

る。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ７． 青少年が自分の生き方や将来像を思い描けている。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ８． 青少年の成長を支援する社会環境と，青少年を受け入

れる居場所がある。  
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

市
民
生
活
と 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

Ｑ９． 地域の一員として安心してくらせるまちになっている。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ１０．多様なＮＰＯ※やボランティア組織と町内会・自治会

などの地域の組織が協力して活動している。 

※公益活動を行う市民活動団体の一種 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

市
民
生
活
の 

安
全 

Ｑ１１．悪質商法などによる消費者被害を防止し，被害を救済

するしくみが整っている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ１２．消費生活に関する情報や知識を備えた自立した消費者

が増えている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

文
化 

Ｑ１３．京都では，文化芸術にかかわる活動が盛んである。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ１４．文化・芸術活動によって，京都のまち全体が活気づい

ている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

ス
ポ
ー
ツ 

Ｑ１５．気軽に体を動かしたり，スポーツやレクリエーション

を楽しんだりする機会がある。  
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ１６．スポーツイベントや運動会，レクリエーションなどの

活動を，スタッフやボランティアとして支えるひとが

増えている。 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

京都市市民生活実感調査票 
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質    問 

（質問内容について，実感やイメージがわかない場合は， 

空欄のままにしておいてください。） 

選 択 肢 

そう思う 

どちらか 

というと 

そう思う 

どちら 

とも 

言えない 

どちらか 

というと 

そう 

思わない 

そう 

思わない 

産
業
・
商
業 

Ｑ１７．京都では，価値を高めるために工夫したものづくりが

行われている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ１８．京都の商業は盛んで楽しく買物ができ，元気な商業者

が多い。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ１９．働くことを希望するひとがいきいきと働ける場を得る

機会がある。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ２０．ソーシャルビジネス（社会的企業）※が育ってきてい

る。 
※社会問題（まちづくり，少子高齢化，環境問題など）の解

決を目的として収益事業に取り組む事業体 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

観
光 

Ｑ２１．京都は，観光客にとって質の高い観光都市である。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ２２．京都は，市民にとってくらしやすい観光都市である。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ２３．京都市民は，観光客を温かく迎えるなど，京都観光の

振興に協力的である。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

農
林
業 

Ｑ２４．京都の農林業が魅力を増し，後継者や新たな担い手が

育っている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ２５．市民農園や森林を守る運動，学校の体験学習などによ

り，京都の農林業が身近になってきている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

大
学 

Ｑ２６．京都は，「大学のまち」として学びの環境が充実し，

多様な伝統文化芸術等に触れる機会に恵まれている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ２７．京都の大学は，世界に貢献する高い研究成果を上げて

いる。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ２８．大学の人材や研究成果は，産業の活性化と雇用の創出

に役立ち，地域の発展にもつながっている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

国
際
化 

Ｑ２９．京都は，文化資産の継承，環境にやさしい取組などを

通して，平和都市として国際社会に貢献している。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ３０．京都では，市民，民間レベルでのさまざまな国際交流

が盛んである。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

子
育
て
支
援 

Ｑ３１．京都では，子どものいのちと人権が大切にされている。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ３２．働き方の見直しや男性の育児参加など，仕事と子育

ての両立に取り組むひとや企業が増えている。  
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

障
害
者 

福
祉 

Ｑ３３．障害への理解が進み，障害のあるひともないひとも，

認め合い，支え合ってくらせるまちになっている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 
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質    問 

（質問内容について，実感やイメージがわかない場合は， 

空欄のままにしておいてください。） 

選 択 肢 

そう思う 

どちらか 

というと 

そう思う 

どちら 

とも 

言えない 

どちらか 

というと 

そう 

思わない 

そう 

思わない 

障
害
者
福
祉 

Ｑ３４．バリアフリー※などの生活しやすい社会環境の整備が

進み，くらしやすいまちになっている。 

※高齢者や障害のあるひとが社会生活をしていくうえでの障

壁（バリア）を除去し，ハンディキャップなく生活できる

ようにすること。 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

地
域
福
祉 

Ｑ３５．社会的に弱い立場にある高齢者や障害のあるひとが，

地域ぐるみで見守られている。  
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ３６．地域において福祉にかかわる民生委員などのボランテ

ィアのひとびとが活発に活動している。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

高
齢
者
福
祉 

Ｑ３７．高齢者の知恵や経験，技能が社会に生かされている。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ３８．高齢者が地域で見守られ支えられて，安心してくらせ

るまちになっている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ３９．高齢社会が進展するなか，介護職が重要な仕事となっ

ている。   
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

保
健
衛
生
・ 

医
療 

Ｑ４０．利用しやすく頼れる医療や検診の機関がある。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ４１．公共の場では禁煙が進んでいる。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

学
校
教
育 

Ｑ４２．保護者や地域のひとびとが学校のさまざまな活動に

参画するなど，地域ぐるみの教育が進んでいる。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ４３．学校の先生は，他校の先生，保護者や地域のひとびと

と連携して，子どもの教育に取り組んでいる。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ４４．京都ならではの伝統文化や環境の教育が，社会を担え

る人材の育成に役立っている。  
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

生
涯
学
習 

Ｑ４５．生涯にわたって自ら学習したことが，仕事や社会活動

に役立っている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ４６．子どもを社会の宝として社会全体で育む意識と行動が

広がっている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

歩
く
ま
ち 

Ｑ４７．歩いてこそ魅力を満喫できるまちとなっている。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ４８．地下鉄，市バスは，市民生活に役立っている。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ４９．駐輪場の整備や自転車の利用マナーの向上により，自

転車と歩行者が共存できている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

都
市 

機
能 

Ｑ５０．買物などの日常生活には，徒歩や自転車，公共交通が

便利である。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 
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質    問 

（質問内容について，実感やイメージがわかない場合は， 

空欄のままにしておいてください。） 

選 択 肢 

そう思う 

どちらか 

というと 

そう思う 

どちら 

とも 

言えない 

どちらか 

というと 

そう 

思わない 

そう 

思わない 

都
市 

機
能 

Ｑ５１．身近な地域で，自主的なまちづくり活動が進んでいる。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

景
観 

Ｑ５２．京都の個性的な町並み景観が守られている。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ５３．京都のくらしや文化を伝えている京町家が継承され

ている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ５４．三山の山並みなどの自然風景は，美しく魅力がある。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

建
築
物 

Ｑ５５．バリアフリー化された建物が増えている。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ５６．身近な地域にある細い道は，地震や火災などの災害時

に被害が大きくならないよう改善されている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

住
宅 

Ｑ５７．地域の行事や自治会活動に，以前から住んでいるひと

も，新しく転入してきたひとも，分け隔てなく参加し

ている。 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ５８．低所得者や高齢者などがくらしやすい市営住宅や民間

賃貸住宅が十分に確保されている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

道
と
緑 

Ｑ５９．京都は緑が豊かである。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ６０．道路や公園などがバランスよく整備され，魅力ある都

市空間が増えている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

消
防
・
防
災 

Ｑ６１．京都には文化財を守る意識が根付いており，文化財を

火災などの災害から守る取組が進んでいる。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ６２．防災意識の向上とともに，地域ぐるみの災害対応力が

高まっている。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

く
ら
し
の
水 

Ｑ６３．京都の上下水道は，安全で安心していつでも利用でき

る。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ６４．京都の河川は水がきれいで，水辺に親しみやすい。 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

Ｑ６５．京都の上下水道は，経営が安定しており，将来も安心

して使い続けることができる。 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 
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【政策重要度】 

京都市では，次のような各分野の政策に取り組んでいます。 

それぞれの政策分野が，現在のあなたにとって，どれだけ重要ですか。 

５つの選択肢の中から１つ選んで○を付けてください。 

分野・政策名 

※ カッコ内は，京都市基本計画の各政策分野でめざす方

向性を示すキャッチフレーズです。 

選 択 肢 

重要 

である 

どちらか 

というと 

重要 

である 

どちら 

とも 

言えない 

どちらか 

というと 

重要では 

ない 

重要では 

ない 

1 環境 

[自然環境を気遣う「環境にやさしいまち」をめざす] 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

2 人権・男女共同参画 
[ひとりひとりが尊重される社会をめざす] 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

3 青少年の成長と参加 

[若き市民とともに未来の京都を築く] 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

4 市民生活とコミュニティ 

[住民同士がつながり，おもいやり，地域のみんなで築くくら 

 しやすいまちをめざす] 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

5 市民生活の安全 

[地域が支え合う，だれもが安心してくらせるまちをめざす] 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

6 文化 
  [世界的な文化芸術都市として創生することをめざす] 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

7 スポーツ 

[スポーツやレクリエーションに親しむ機会に恵まれたまちを 

 めざす] 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

8 産業・商業 

[新たな価値をつくる都市をめざす] 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

9 観光 

  [いよいよ旅の本質へ 世界が共感する観光都市をめざす] 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

10 農林業 
  [ひとと生命と環境を育む京の農林業をめざす] 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

11 大学 

  [大学の集積が都市の活力を支え高めるまちをめざす] 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

12 国際化 

  [住むひとにも，訪れるひとにも魅力的な国際都市をめざす] 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

13 子育て支援 

  [市民ぐるみ・地域ぐるみで子どもを共に育むまちづくりを 

  進める] 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 
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分野・政策名 

※カッコ内の説明は，京都市基本計画の各政策分野でめざ

す方向性を示すキャッチフレーズです。 

選 択 肢 

重要 

である 

どちらか 

というと 

重要 

である 

どちら 

とも 

言えない 

どちらか 

というと 

重要では 

ない 

重要では 

ない 

14 障害者福祉 

  [障害のあるひともないひとも，すべてのひとが違いを認め 

   合い，支え合うまちづくりを推進する] 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

15 地域福祉 

[自治・協働により自立を実現し，地域の福祉力をつむぎ， 

   高める] 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

16 高齢者福祉 

  [「健康長寿のまち・京都」をみんなでつくる] 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

17 保健衛生・医療 

  [いきいきと健やかな「笑顔・健康都市」京都を実現する] 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

18 学校教育 

  [市民ぐるみで子どもたちに「生きる力」を育むまちをつくる] 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

19 生涯学習 

  [まち全体をまなびやに 大人も子どもも学び育つまちを 

  つくる] 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

20 歩くまち 

  [ひとと公共交通優先の「歩くまち・京都」の実現を図る] 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

21 土地利用と都市機能配置 

  [地域ごとに魅力があり，持続的な都市活動を支えるエコ・ 

  コンパクトな都市をつくる] 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

22 景観 

    [1200 年の歴史・文化を実感でき，世界のひとびとを 

  魅了し続けるまちとなる] 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

23 建築物 

  [建築物の安全の確保と質の向上で，ひとにやさしく，安心な 

  まちをつくる] 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

24 住宅 

  [ひとがつながる 未来につなぐ 京都らしいすまい・ 

  まちづくりを継承・発展させる] 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

25 道と緑 

  [風土や歴史と調和した道と緑を創造する] 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

26 消防・防災 

  [災害に強く安心して住み続けられる「安心都市・京都」を 

   めざす] 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

27 くらしの水 

  [ひと まち くらしを支える京の水をあすへつなぐ] 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 
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【市政関心度】 

 あなたは京都市政に関心がありますか。次の中から１つ選び○を付けてください。  

１．関心がある       ２．少しは関心がある      ３．あまり関心がない 

４．まったく関心がない   ５．わからない 

 

【幸福実感】 

今，あなたは幸せだと思いますか。次の中から 1 つ選び○を付けてください。 

１．とても幸せだと思う      ２．どちらかというと幸せだと思う  

３．どちらとも言えない      ４．どちらかというと幸せではないと思う 

５．不幸せだと思う 

【自由記述】 

  市に望むこと，このアンケートに関すること，その他何でも結構です。ご意見，ご提案がございま

したら，ご記入ください。 

（特に，アンケートで無回答，「そう思わない」又は「どちらとも言えない」とのご回答があった場合，

その理由をお聞かせいただければ幸いです。） 
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◇最後に，あなたご自身のことについてお尋ねします。 

 次の①～⑤の各項目について，該当する番号を１つ選び○を付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートはこれで終了です。ご協力ありがとうございました。 

同封の返信用封筒に入れて５月３０日（木）までに投函をお願いいたします。 

 

 ① 性 別   

 １．男   ２．女     ３．（     ） 

 ② 年 齢   

 １．20 歳代   ２．30 歳代   ３．40 歳代   ４．50 歳代 

 ５．60 歳代   ６．70 歳代   ７．80 歳以上 

 ③ 職 業   

 １．自営業・自由業  ２．会社員・公務員等給与所得者  ３．主婦・主夫   

 ４．学生       ５．無職             ６．その他（         ） 

 ④ 居住区   

 １．北区   ２．上京区  ３．左京区    ４．中京区   ５．東山区  ６．山科区   

 ７．下京区  ８．南区   ９．右京区   １０．西京区  １１．伏見区 

 ⑤ 京都市での居住年数  

 １．５年未満    ２．５～１１年未満    ３．１１～３１年未満    ４．３１年以上 

 

 アンケート調査結果は，京都市の政策評価に活用しています。 

政策評価結果は以下のホームページからご覧ください。 

  「政策評価制度」ホームページ    京都市 政策評価   検索 
  http://www.city.kyoto.lg.jp/sogo/page/0000035589.html 
 

 京都市の政策評価に関する御意見・御提案をお待ちしています。 

◇ホームページ内の送信フォームによる受付 

  「市民意見申出制度」ホームページ  京都市 市民意見申出制度   検索 

  http://www.city.kyoto.lg.jp/sogo/page/0000110785.html 

◇電話・ＦＡＸによる受付 

京都市 総合企画局 市長公室 政策企画調整担当 

「市民生活実感調査担当」 

TEL：075-222-3035  FAX：075-213-1066 

http://www.city.kyoto.lg.jp/sogo/page/0000035589.html
http://www.city.kyoto.lg.jp/sogo/page/0000110785.html

